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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振ることであって、前記重複するリソー
スが、少なくとも、第１の構成タイプを有するリソースの第１のセットと、第２の構成タ
イプを有するリソースの第２のセットとを含み、リソースの前記第１のセットが、第１の
ＵＥに割り振られ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）測定のためのものであり、リソースの前
記第２のセットが、第２のＵＥに割り振られ、受信電力測定のためのものであり、ここに
おいて、リソースの前記第１のセットとリソースの前記第２のセットとが少なくとも１つ
のリソースを共通して有し、前記第１の構成タイプが、前記第２の構成タイプとは異なり
、前記第１の構成タイプおよび前記第２の構成タイプの各々が、少なくとも、リソースタ
イプ、リソースパターン、および前記リソースタイプについての送信周期性を備える、割
り振ることと、
　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を受
信することと、
　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて第１の電力測定報告を受信
することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記第１のセットよりも前記第２のセットにより多くの数のリソースが割り振られる、
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請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＵＥに前記第１のセットの前記割振りを送信することと、
　前記第２のＵＥに前記第２のセットの前記割振りを送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　第３のＵＥに前記第１のセットの前記割振りと前記第２のセットの前記割振りとを送信
することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第３のＵＥの競合解消スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第３のＵＥか
ら、第２の電力測定報告、チャネル状態情報報告、またはそれらの組合せを受信すること
をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも前記第２の電力測定報告、前記チャネル状態情報報告、またはそれらの組合
せを、許可、イベント基準、または報告タイムラインに少なくとも部分的に基づいてトリ
ガされるように構成することをさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも前記第２の電力測定報告、前記チャネル状態情報報告、またはそれらの組合
せが、チャネル状態情報、基準信号受信電力報告、またはそれらの組合せに少なくとも部
分的に基づいて差分的に報告される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振ることであって、前記重複するリソ
ースが、少なくとも、第１の構成タイプを有するリソースの第１のセットと、第２の構成
タイプを有するリソースの第２のセットとを含み、リソースの前記第１のセットがチャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）のために第１のＵＥに割り振られ、リソースの前記第２のセットが
受信電力測定のために第２のＵＥに割り振られ、ここにおいて、リソースの前記第１のセ
ットとリソースの前記第２のセットとが少なくとも１つのリソースを共通して有し、前記
第１の構成タイプが前記第２の構成タイプとは異なり、前記第１の構成タイプおよび前記
第２の構成タイプの各々が、少なくとも、リソースタイプ、リソースパターン、および前
記リソースタイプについての送信周期性を備える、割り振ることと、
　　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を
受信することと、
　　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて第１の電力測定報告を受
信することと
を行うように構成された、装置。
【請求項９】
　前記第１のセットよりも前記第２のセットにより多くの数のリソースが割り振られる、
請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　前記第１のＵＥに前記第１のセットの前記割振りを送信することと、
　　前記第２のＵＥに前記第２のセットの前記割振りを送信することと
を行うようにさらに構成された、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、第３のＵＥに前記第１のセットの前記割振りと前
記第２のセットの前記割振りとを送信するようにさらに構成された、請求項１０に記載の
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装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第３のＵＥの競合解消スキームに少なくとも
部分的に基づいて、前記第３のＵＥから、少なくとも第２の電力測定報告、チャネル状態
情報報告、またはそれらの組合せを受信するようにさらに構成された、請求項１１に記載
の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、少なくとも前記第２の電力測定報告、前記チャネ
ル状態情報報告、またはそれらの組合せを、許可、イベント基準、または報告タイムライ
ンに少なくとも部分的に基づいてトリガされるように構成するようにさらに構成された、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　少なくとも前記第２の電力測定報告、前記チャネル状態情報報告、またはそれらの組合
せが、チャネル状態情報、基準信号受信電力報告、またはそれらの組合せに少なくとも部
分的に基づいて差分的に報告される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振るための手段であって、前記重複する
リソースが、少なくとも、第１の構成タイプを有するリソースの第１のセットと、第２の
構成タイプを有するリソースの第２のセットとを含み、リソースの前記第１のセットがチ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）のために第１のＵＥに割り振られ、リソースの前記第２のセッ
トが受信電力測定のために第２のＵＥに割り振られ、ここにおいて、リソースの前記第１
のセットとリソースの前記第２のセットとが少なくとも１つのリソースを共通して有し、
前記第１の構成タイプが、前記第２の構成タイプとは異なり、前記第１の構成タイプおよ
び前記第２の構成タイプの各々が、少なくとも、リソースタイプ、リソースパターン、お
よび前記リソースタイプについての送信周期性を備える、割り振るための手段と、
　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を受
信するための手段と、
　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて第１の電力測定報告を受信
するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１６】
　プログラムコードを記録したコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラムコー
ドは、
　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振るための、プロセッサによって実行さ
れるプログラムコードであって、前記重複するリソースが、少なくとも、第１の構成タイ
プを有するリソースの第１のセットと、第２の構成タイプを有するリソースの第２のセッ
トとを含み、リソースの前記第１のセットがチャネル状態情報（ＣＳＩ）のために第１の
ＵＥに割り振られ、リソースの前記第２のセットが受信電力測定のために第２のＵＥに割
り振られ、ここにおいて、リソースの前記第１のセットとリソースの前記第２のセットと
が少なくとも１つのリソースを共通して有し、前記第１の構成タイプが、前記第２の構成
タイプとは異なり、前記第１の構成タイプおよび前記第２の構成タイプの各々が、少なく
とも、リソースタイプ、リソースパターン、および前記リソースタイプについての送信周
期性を備える、プログラムコードと、
　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を受
信するためのプログラムコードと、
　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて第１の電力測定報告を受信
するためのプログラムコードと
を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
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　前記第１の構成タイプは、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソース、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリ
ソース、またはそれらの組合せを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２の構成タイプは、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソース、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリ
ソース、またはそれらの組合せを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースを前記ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースよりも優先
させることによって、前記ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースと前記非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ
リソースとの間の競合を解消することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、開示の全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２年
３月１９日に出願された「CHANNEL STATE INFORMATION REFERENCE SIGNAL CONFIGURATION
 AND REPORTING FOR COORDINATED MULTIPOINT TRANSMISSION SCHEMES」と題する米国仮特
許出願第６１／６１２，９４４号、および２０１２年６月１４日に出願された「CHANNEL 
STATE INFORMATION REFERENCE SIGNAL CONFIGURATION AND REPORTING FOR COORDINATED M
ULTIPOINT TRANSMISSION SCHEMES」と題する米国仮特許出願第６１／６５９，９２３号に
対する米国特許法第１１９条（ｅ）項に基づく利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、中継局
アクティビティ状態を制御することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シ
ステム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割
多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために様々な電気通
信規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププ
ロジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Tel
ecommunication System）モバイル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率
を改善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポ
ートし、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリ
ンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを
使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く
統合するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対す
る需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、
これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可
能であるべきである。
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【０００５】
　[0005]ここでは、以下の詳細な説明がより良く理解されるように、本開示の特徴および
技術的利点についてやや広く概説した。以下で、本開示の追加の特徴および利点について
説明する。本開示は、本開示の同じ目的を果たすための他の構造を変更または設計するた
めの基礎として容易に利用され得ることを、当業者は諒解されたい。また、そのような等
価な構成は、特許請求の範囲に記載の本開示の教示から逸脱しないことを、当業者は了解
されたい。本開示を特徴づけると考えられている新規の特徴は、その編成と動作方法の両
方に関して、さらなる目的および利点とともに、添付の図に関連して以下の説明を検討す
ればより良く理解されよう。ただし、図の各々は、例示および説明の目的で与えたものに
すぎず、本開示の限界を定めるものではないことを明確に理解されたい。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振ることによ
ってオーバーヘッドを低減することを対象とする。リソースは、チャネル測定（チャネル
状態情報（ＣＳＩ：channel state information）フィードバックなど）と、受信電力測
定（基準信号受信電力（ＲＳＲＰ：reference signal received power）測定など）との
ためのものであり得る。重複するリソースは、チャネル測定のためのリソースの第１のセ
ットと受信電力測定のためのリソースの第２のセットとを含み得る。リソースの第１のセ
ットは第１のＵＥに割り振られ得、リソースの第２のセットは第２のＵＥに割り振られ得
る。本開示の本態様は、リソースの第１のセットとリソースの第２のセットとに基づいて
、それぞれ、ＣＳＩ測定報告と受信電力測定報告とを受信することをさらに含む。
【０００７】
　[0007]一構成では、ワイヤレス通信の方法を開示する。本方法は、異なるＵＥにリソー
スの重複するセットを割り振ることを含む。本方法はまた、リソースの第１のセットに少
なくとも部分的に基づいてチャネル測定報告を受信することを含む。本方法はさらに、リ
ソースの第２のセットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信することを
含む。
【０００８】
　[0008]別の構成では、ワイヤレス通信の方法を開示する。本方法は、グループ化チャネ
ル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をバーストで受信することを含み、バーストは第１
の周期性を有する。本方法はまた、第２の周期性で１つまたは複数の非グループ化ＣＳＩ
－ＲＳを受信することを含み得る。
【０００９】
　[0009]別の構成は、異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振るための手段を含
む装置を開示する。本装置はまた、リソースの第１のセットに少なくとも部分的に基づい
てチャネル測定報告を受信するための手段を含む。本装置はさらに、リソースの第２のセ
ットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信するための手段を含む。
【００１０】
　[0010]別の構成では、ワイヤレス通信の装置を開示する。本装置は、グループ化ＣＳＩ
－ＲＳをバーストで受信するための手段を含み、バーストは第１の周期性を有する。本装
置はまた、第２の周期性で１つまたは複数の非グループ化ＣＳＩ－ＲＳを受信するための
手段を含み得る。
【００１１】
　[0011]さらに別の構成では、非一時的コンピュータ可読媒体を有するワイヤレスネット
ワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を開示する。コンピ
ュータ可読媒体は、（１つまたは複数の）プロセッサによって実行されたとき、（１つま
たは複数の）プロセッサに、異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振ることを行
わせる、非一時的プログラムコードを記録している。プログラムコードはまた、（１つま
たは複数の）プロセッサに、リソースの第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャ
ネル測定報告を受信することを行わせる。プログラムコードはさらに、（１つまたは複数
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の）プロセッサに、リソースの第２のセットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定
報告を受信することを行わせる。
【００１２】
　[0012]さらにまた別の構成では、非一時的コンピュータ可読媒体を有するワイヤレスネ
ットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を開示する。コ
ンピュータ可読媒体は、（１つまたは複数の）プロセッサによって実行されたとき、（１
つまたは複数の）プロセッサに、グループ化ＣＳＩ－ＲＳをバーストで受信することであ
って、バーストが第１の周期性を有する、受信することを行わせる、非一時的プログラム
コードを記録している。プログラムコードはまた、（１つまたは複数の）プロセッサに、
第２の周期性で１つまたは複数の非グループ化ＣＳＩ－ＲＳを受信することを行わせ得る
。
【００１３】
　[0013]別の構成は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを有
するワイヤレス通信を開示する。（１つまたは複数の）プロセッサは、異なるＵＥにリソ
ースの重複するセットを割り振るように構成される。（１つまたは複数の）プロセッサは
また、リソースの第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル測定報告を受信す
るように構成される。（１つまたは複数の）プロセッサはさらに、リソースの第２のセッ
トに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信するように構成される。
【００１４】
　[0014]また別の構成は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を有するワイヤレス通信を開示する。（１つまたは複数の）プロセッサは、グループ化Ｃ
ＳＩ－ＲＳをバーストで受信するように構成され、バーストは第１の周期性を有する。（
１つまたは複数の）プロセッサはまた、第２の周期性を有する非グループ化ＣＳＩ－ＲＳ
を受信するようにさらに構成され得る。
【００１５】
　[0015]以下で、本開示の追加の特徴および利点について説明する。本開示は、本開示の
同じ目的を果たすための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され
得ることを、当業者は諒解されたい。また、そのような等価な構成は、特許請求の範囲に
記載の本開示の教示から逸脱しないことを、当業者は了解されたい。本開示を特徴づける
と考えられる新規の特徴は、その編成と動作方法の両方に関して、さらなる目的および利
点とともに、添付の図に関連して以下の説明を検討すればより良く理解されよう。ただし
、図の各々は、例示および説明の目的で与えたものにすぎず、本開示の限界を定めるもの
ではないことを明確に理解されたい。
【００１６】
　[0016]本開示の特徴、性質、および利点は、全体を通じて同様の参照符号が同様のもの
を指す図面とともに、以下に記載する詳細な説明を読めば、より明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】[0017]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0018]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0019]ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0020]ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0021]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0022]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７】[0023]本開示の諸態様による、ネットワークにおけるダウンリンクフレーム構造
中のチャネル状態情報基準信号パターンを示す図。
【図８Ａ】[0024]本開示の諸態様による、間欠受信スキームの場合のチャネル状態情報基
準信号のタイミングを示す図。
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【図８Ｂ】本開示の諸態様による、間欠受信スキームの場合のチャネル状態情報基準信号
のタイミングを示す図。
【図８Ｃ】本開示の諸態様による、間欠受信スキームの場合のチャネル状態情報基準信号
のタイミングを示す図。
【図９】[0025]本開示の一態様による、チャネル状態情報基準信号を構成するための方法
を示すブロック図。
【図１０】[0026]例示的な装置中の様々なモジュール／手段／コンポーネント間のデータ
フローを示す概念データフロー図。
【図１１】[0027]例示的な装置中の様々なモジュール／手段／コンポーネントを示すブロ
ック図。
【図１２】[0028]本開示の一態様による、チャネル状態情報基準信号を受信構成するため
の方法を示すブロック図。
【図１３】[0029]本開示の諸態様による、チャネル状態情報基準信号リソースを報告する
ための方法を示すブロック図。
【図１４】[0030]例示的な装置中の様々なモジュール／手段／コンポーネント間のデータ
フローを示す概念データフロー図。
【図１５】[0031]例示的な装置中の様々なモジュール／手段／コンポーネントを示すブロ
ック図。
【詳細な説明】
【００１８】
　[0032]添付の図面に関して以下に示す詳細な説明は、様々な構成を説明することを意図
したものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すことを意図し
たものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく
知られている構造およびコンポーネントをブロック図の形式で示す。
【００１９】
　[0033]様々な装置および方法に関して電気通信システムの態様を提示する。これらの装
置および方法は、以下の詳細な説明において説明され、（「要素」と総称される）様々な
ブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズムなど
によって添付の図面に示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソフ
トウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要素をハー
ドウェアとして実装するかソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例および全体的
なシステムに課された設計制約に依存する。
【００２０】
　[0034]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって
説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処理シ
ステム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、
ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語
などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコ
ード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフ
トウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジ
ェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈さ
れるべきである。
【００２１】
　[0035]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
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ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（
disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光
学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２２】
　[0036]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Ser
ver）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネッ
トワークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インタ
ーフェースは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供する
が、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回
線交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００２３】
　[0037]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１０６と他のｅノードＢ１０
８とを含む。ｅノードＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と
制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅノードＢ１０６は、バックホール（たとえば
、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅノードＢ１０８に接続され得る。ｅノードＢ１
０６は、基地局、送受信基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基
本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：exten
ded service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅノードＢ
１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例に
は、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session in
itiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球
測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ
（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイ
スがある。ＵＥ１０２は、また、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット
、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤ
レスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセ
ス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェ
ント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれる
こともある。
【００２４】
　[0038]ｅノードＢ１０６は、たとえば、Ｓ１インターフェースを介して、ＥＰＣ１１０
に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Manag
ement Entity）１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケ
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ットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む
。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノー
ドである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパ
ケットはサービングゲートウェイ１１６を通って転送され、サービングゲートウェイ１１
６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩ
Ｐアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰ
サービス１２２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネット、イント
ラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、お
よびＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）を含み得る。
【００２５】
　[0039]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅノード
Ｂ２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得
る。より低い電力クラスのｅノードＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote
 radio head）、フェムトセル（たとえば、ホームｅノードＢ（ＨｅＮＢ：home eNodeB）
）、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅノードＢ２０４は各々、それぞ
れのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０への
アクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には
集中コントローラはないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅノードＢ
２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリテ
ィ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関連機能を担
当する。
【００２６】
　[0040]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続スキームは
、展開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥアプリケーションでは
、周波数分割複信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：ti
me division duplexing）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがダウンリンク上で使
用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがアップリンク上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明か
ら容易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥアプリケーションに
好適である。ただし、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気
通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオ
プティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロ
ードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭ
Ｂは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェ
クト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）によって公表されたエア
インターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインターネッ
トアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標
））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無
線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモ
バイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Com
munications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evo
lved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗ
ｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ
２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際
のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全
体的な設計制約に依存することになる。
【００２７】
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　[0041]ｅノードＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。
ＭＩＭＯ技術の使用により、ｅノードＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、お
よび送信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空
間多重化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され
得る。データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信さ
れるか、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得
る。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および
位相のスケーリングを適用し）、次いでダウンリンク上で複数の送信アンテナを通じて空
間的にプリコーディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的
にプリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つま
たは複数の）ＵＥ２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々
がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能
になる。アップリンク上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータス
トリームを送信し、これにより、ｅノードＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた
各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２８】
　[0042]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２９】
　[0043]以下の詳細な説明では、ダウンリンク上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシス
テムを参照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、
ＯＦＤＭシンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散
技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアか
らデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域
では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイク
リックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。アップリンクは、高いピ
ーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ
－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００３０】
　[0044]図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図３００である
。フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サ
ブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表す
ためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リ
ソースグリッドは、マルチプルなリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロ
ックは、周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中
のノーマルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシン
ボル、または８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスにつ
いて、リソースブロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７
２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつか
はダウンリンク基準信号（ＤＬ－ＲＳ：downlink reference signal）を含む。ＤＬ－Ｒ
Ｓは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３
０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０
４は、対応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared
 channel）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信される。各リソース要素に
よって搬送されるビット数は変調スキームに依存する。したがって、ＵＥが受信するリソ
ースブロックが多いほど、また変調スキームが高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる
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。
【００３１】
　[0045]図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図４００である
。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクシ
ョンとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成
され得、設定可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情
報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に
含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。アップリンクフレーム構造は、データ
セクション中の連続するサブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし
得る、連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００３２】
　[0046]ＵＥには、ｅノードＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソー
スブロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅノードＢにデータを送
信するために、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てら
れ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）中で制御情報を送
信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）中でデータのみ
またはデータと制御情報の両方を送信し得る。アップリンク送信は、サブフレームの両方
のスロットにわたり得、周波数をまたいでホッピングし得る。
【００３３】
　[0047]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でアップリンク同期を達成するためにリソー
スブロックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し
、いかなるアップリンクデータ／シグナリングも搬送しない。各ランダムアクセスプリア
ンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は
ネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、
ある特定の時間リソースおよび周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨには周波数ホッ
ピングはない。ＰＲＡＣＨ試行は単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サ
ブフレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲ
ＡＣＨ試行だけを行うことができる。
【００３４】
　[0048]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅノードＢのための無線プ
ロトコルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤととも
に示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ
２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅ
ノードＢとの間のリンクを担う。
【００３５】
　[0049]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅノードＢにおい
て終端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と
、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サ
ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端
（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイ
ヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３６】
　[0050]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間での多重
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化をもたらす。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するた
めの上位レイヤデータパケットに関するヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化すること
によるセキュリティと、ｅノードＢ間のＵＥに関するハンドオーバサポートとをもたらす
。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリ
アセンブリと、紛失データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：
hybrid automatic repeat request）に起因する、順が狂った受信を補償するデータパケ
ットの並べ替えとをもたらす。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポー
トチャネルとの間の多重化をもたらす。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つ
のセル内の様々な無線リソース（たとえば、リソースブロック）を割り振ることを担う。
ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲＱ動作を担う。
【００３７】
　[0051]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロトコルアーキテクチ
ャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およ
びＬ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３
レイヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を
含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得するこ
と、およびｅノードＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成す
ることを担う。
【００３８】
　[0052]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅノードＢ６１０
のブロック図である。ダウンリンクでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが
、コントローラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、
Ｌ２レイヤの機能を実装する。ダウンリンクでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、
様々な優先度メトリックに基づいて、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーショ
ンおよび並べ替え、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化、ＵＥ６５０
への無線リソース割振りをもたらす。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ
動作、紛失パケットの再送信、およびＵＥ６５０へのシグナリングを担う。
【００３９】
　[0053]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：
forward error correction）と、様々な変調スキーム（たとえば、２位相シフトキーイン
グ（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：qua
drature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift 
keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に
基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを容易にするために、コーディングと
インターリービングとを含む。次いで、コーディングされ変調されたシンボルは並列スト
リームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、
時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され
、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して
互いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成
する。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコー
ディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変
調スキームを決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値
は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバック
から導出され得る。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異な
るアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ス
トリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４０】
　[0054]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通じて信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
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元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために情報に対して空間処理を実行する。マルチプ
ルな空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によ
って単一のＯＦＤＭシンボルストリームへと合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次
いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボ
ルストリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の
サブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシ
ンボルと基準信号とは、ｅノードＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号の
コンスタレーションポイントを決定することによって、復元され、復調される。これらの
軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判
定は、次いで、物理チャネル上でｅノードＢ６１０によって最初に送信された（original
ly transmitted）データおよび制御信号を復元するために、復号され、デインターリーブ
される。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５９に与えられ
る。
【００４１】
　[0055]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、コント
ローラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するた
めに、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離、パケットリアセンブリ
、暗号解読（deciphering）、ヘッダの展開（decompression）、および制御信号処理を提
供する。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを
表す、データシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデー
タシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作
をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコ
ルを使用した誤り検出を担当する。
【００４２】
　[0056]アップリンクでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に
上位レイヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上
のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅノードＢ６１０によるダウンリンク送信に関して
説明した機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、暗号化、パケ
ットのセグメンテーションおよび並べ替え、ｅノードＢ６１０による無線リソース割振り
に基づいた論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化をもたらすことによっ
て、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅノードＢ６１
０へのシグナリングを担う。
【００４３】
　[0057]ｅノードＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チ
ャネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変
調スキームを選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッ
サ６６８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリー
ムは、別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６
５４ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４４】
　[0058]アップリンク送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同
様の方法でｅノードＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞ
れのアンテナ６２０を通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に
変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０
はＬ１レイヤを実装し得る。
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【００４５】
　[0059]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、
コントローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するた
めに、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離、パケットリアセンブリ
、暗号解読、ヘッダの展開、および制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プ
ロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣ
Ｋプロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００４６】
ＣｏＭＰについてのＣＳＩ－ＲＳ構成／報告オプション　
　[0060]ＬＴＥシステムでは、ＵＥとマルチプルなｅノードＢとの間の通信は、多地点協
調送信スキーム（ＣｏＭＰ）において協調され得る。ＣｏＭＰスキームは、協調スケジュ
ーリングおよび協調ビームフォーミング（ＣＳ／ＣＢ：coordinated scheduling and coo
rdinated beam forming）スキームと、動的ポイント選択（ＤＰＳ：dynamic point selec
tion）スキームと、ジョイント送信（ＪＴ：joint transmission）スキームとを含み得る
。ジョイント送信スキームは、コヒーレントまたは非コヒーレントであり得る。同種Ｃｏ
ＭＰスキームは、同じマクロサイトのセルにわたるｅノードＢ、または３つの近隣マクロ
サイトにわたるｅノードＢを協調させ得る。たとえば、異種ＣｏＭＰスキームは、マクロ
セルとそれのピコセル（リモートラジオヘッド（ＲＲＨ）を含む）とにわたるｅノードＢ
を協調させ得、マクロセルとリモートラジオヘッドとは、同じセルＩＤまたは異なるセル
ＩＤで構成され得る。異種ＣｏＭＰスキームにおけるマクロセルとリモートラジオヘッド
とのための同じセルＩＤの使用は、物理セルＩＤへの依存性を低減する。
【００４７】
　[0061]一般に、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）はチャネル測定のために使
用される。ＬＴＥリリース１０は、非ゼロ電力（ＮＺＰ：non-zero power）ＣＳＩ－ＲＳ
とゼロ電力（ＺＰ：zero power）ＣＳＩ－ＲＳとをサポートする。非ゼロ電力ＣＳＩ－Ｒ
Ｓは基準信号を含み、チャネル測定のために使用され得る。ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳは、近
隣セルに対応する非ゼロ電力パターンをミュート（muting）するために指定され得るミュ
ートされたトーン（muted tones）である。これらのミュートされた非ゼロ電力パターン
は、サービングセルにおいてチャネル測定および／または干渉測定のために使用され得る
。
【００４８】
　[0062]ＬＴＥリリース１１では、ＣｏＭＰスキームは、ＣＳＩ－ＲＳが１つよりも多く
の送信ポイントについてのチャネル測定値を含む仕様を含み得る。そのようなスキームは
、ＣＳＩ－ＲＳベースの電力測定のための１つよりも多くの非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソ
ースをサポートし、ミューティングの改善のためにさらなるゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソー
スを使用し得る。ＣｏＭＰスキームにおける干渉測定は、修正されたゼロ電力ＣＳＩ－Ｒ
Ｓおよび非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソース構成に基づき得る。
【００４９】
　[0063]場合によっては、ＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＣＳＩフィードバック（たとえば、
ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩ報告）またはＣＳＩ－ＲＳベースの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）
報告のいずれかのために使用され得る。詳細には、特定のＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳＲＰ報告および／またはＣＳＩフィードバックの１つの事例に対応し得る。さら
に、送信ポイントまたはセルを越えてＣＳＩ－ＲＳリソースの使用を拡張することにより
、アグリゲートされたフィードバックなど、フィードバックの新しい形態が可能になり得
る。
【００５０】
　[0064]特定の非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、アンテナポートカウント（ａｎｔｅ
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ｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ）と、リソース構成（ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ）と、
サブフレーム構成（ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ）との組合せに基づいて定義され得る
。アンテナポートカウントは、ＣＳＩ－ＲＳリソースごとに独立に構成され得るポートの
数である。したがって、ＣＳＩリソースは、同数のアンテナポートを有しないことがある
。リソース構成は、トーンまたはリソース要素（ＲＥ：resource element）によって使用
されるべきＣＳＩ－ＲＳのパターンを指定する。ＲＥパターンは独立に構成され得る。サ
ブフレーム構成は、ＣＳＩ－ＲＳ送信のための周期性およびサブフレームオフセットを指
定する。周期性およびサブフレームオフセットは、別個に、または一緒に構成され得る。
上述のパラメータは、ＣＳＩ－ＲＳがどのように送信されるべきかを示すためのサブパラ
メータを含み得る。
【００５１】
　[0065]ＬＴＥリリース１０では、ＣＳＩ－ＲＳスクランブリングシーケンス初期化は物
理セルＩＤに基づく。代替として、ＬＴＥリリース１１では、スクランブリングシーケン
スのために、物理セルＩＤの代わりに仮想セルＩＤが使用され得る。すなわち、ＬＴＥリ
リース１１では、ＣＳＩ－ＲＳスクランブリングシーケンス初期化は仮想セルＩＤに基づ
き得る。仮想セルＩＤは、無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤを介して各ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースについて設定可能である。
【００５２】
　[0066]ＬＴＥリリース１１はまた、（１つまたは複数の）ＣＳＩ－ＲＳベースの受信電
力測定値と、ＣＳＩ－ＲＳＲＰなどのフィードバックとをサポートし得る。ＣＳＩ－ＲＳ
ＲＰは、ＣｏＭＰセット管理を実行するために使用され得る。さらに、ＵＥは、周期的に
ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定を実行し、受信電力測定値を報告し得る。測定されたリソースのサ
ブセットは、ランクインジケーション（ＲＩ：rank indication）、プリコーディングマ
トリクス情報（ＰＭＩ：precoding matrix information）およびチャネル品質インジケー
ション（ＣＱＩ：channel quality indication）報告などの実際のＣＳＩフィードバック
のために構成され得る。一構成では、ＣＳＩ－ＲＳＲＰは、約４～８個のＣＳＩ－ＲＳリ
ソースについて報告され得る。
【００５３】
　[0067]場合によっては、ＵＥは、マルチプルなＣＳＩ－ＲＳリソースのためのＲＩ／Ｐ
ＭＩ／ＣＱＩフィードバックを実行し得る。すなわち、ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩフィードバ
ックは、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定値とＣＳＩ測定値とに基づき得る。ＣＳＩ報告は、約２つ
または３つのＣＳＩ－ＲＳリソースのために実行され得る。一構成では、計算上の複雑さ
を低減するために、ＣＳＩは、ただ２つのＣＳＩ－ＲＳリソースについてのみ実行され得
る。
【００５４】
　[0068]さらに、ＣＳＩおよび／またはＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定についての信号対干渉雑音
比（ＳＩＮＲ）を改善するために、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成は、近隣セルによるミュー
ティングを容易にするように指定され得る。ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳ構成の数は、ゼロ電力
ＣＳＩ－ＲＳがＣＳＩフィードバックのためにのみ使用されるのか、ＣＳＩとＣＳＩ－Ｒ
ＳＲＰ測定の両方のために使用されるのかに依存し得る。
【００５５】
　[0069]ＣＳＩフィードバックは、周期的または非周期的のいずれかであり得る。非周期
フィードバックは要求ごとに実行され、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）な
ど、制御チャネルに対する許可を通じてネットワークによってトリガされ得る。非周期フ
ィードバックの報告は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）など、共有アップ
リンクチャネル上で実行され得る。非周期フィードバックは、より高いペイロード送信を
サポートし得る。異なる性能／オーバーヘッドトレードオフに基づいて、様々な報告モー
ドが定義される。
【００５６】
　[0070]周期フィードバックの場合も、様々な報告モードが定義される。周期ＣＳＩフィ
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ードバックは、半静的に構成された特定のタイムラインに従う。さらに、周期フィードバ
ックは、周期ＣＳＩフィードバックがＰＵＣＣＨなどのアップリンク制御チャネル上で送
信されるので、制限されたペイロードを有し得る。
【００５７】
　[0071]本開示の態様によれば、異なるＣＳＩ－ＲＳ構成タイプが定義され得る。第１の
ＣＳＩ－ＲＳ構成タイプはＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定のためのＣＳＩ－ＲＳリソースを含む。
第２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプはＣＳＩフィードバックのためのＣＳＩ－ＲＳリソースを
含む。第２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプはさらに、チャネル測定のためのＣＳＩ－ＲＳリソ
ースと干渉測定のためのＣＳＩ－ＲＳリソースとに区別され得る。第３のＣＳＩ－ＲＳ構
成タイプはゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースを含む。第３のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプでのゼ
ロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、近隣セル中の測定を改善するためのミューティングのた
め、および干渉測定のために指定され得る。
【００５８】
　[0072]本開示の一態様によれば、第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプのパラメータは、アン
テナポートの数（たとえば、ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ）と、リソースパター
ン（たとえば、ｒｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ）と、ＣＳＩ－ＲＳ送信のための周期性／
オフセット（たとえば、ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ）と、仮想セルＩＤ（たとえば、
パラメータＸ）とを含み得る。第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプのために構成されたＣＳＩ
－ＲＳリソースの数はＫ1と呼ばれる。
【００５９】
　[0073]本開示の別の態様によれば、第２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプのパラメータは、第
１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプのパラメータと同様である。第２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプ
のために構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースの数はＫ2と呼ばれる。一構成では、ＣＳＩ－
ＲＳＲＰ測定のために割り振られたＣＳＩ－ＲＳリソースの数は、ＣＳＩフィードバック
のために割り振られたＣＳＩ－ＲＳリソースの数よりも大きい。したがって、この構成で
は、Ｋ1はＫ2よりも大きいかまたはそれに等しい。
【００６０】
　[0074]本開示のまた別の態様によれば、第３のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプは２つの代替形
態を含み得る。第１の代替形態の場合、第３のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプのパラメータは、
単一の周期性／オフセットと、ミュートされ得る４つのポートパターンの組合せとを含む
。第２の代替形態の場合、第３のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプのパラメータは、複数の周期性
／オフセットを含み、および／または４つ未満のポートをもつパターンをミュートするこ
とを可能にする。第３のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプのためにミュートされるＣＳＩ－ＲＳリ
ソースの数はＫ3と呼ばれる。
【００６１】
　[0075]上記で説明したように、一構成では、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定のために割り振られ
たＣＳＩ－ＲＳリソースの数は、ＣＳＩフィードバックのために割り振られたＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースの数よりも大きい。したがって、この構成では、Ｋ1はＫ2よりも大きいかまた
はそれに等しい。さらに、別の構成では、ＣＳＩフィードバックのために構成されたＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースの数は、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳとして構成されたＣＳＩ－ＲＳリソース
の数よりも大きいかまたはそれに等しい（すなわち、Ｋ1はＫ2よりも大きいかまたはそれ
に等しく、Ｋ2はＫ3よりも大きいかまたはそれに等しい）。本構成では、ミューティング
は、ＣＳＩフィードバックのためにのみ実行され、ＣＳＩ－ＲＳベースのＣＳＩ－ＲＳＲ
Ｐ測定のためには実行されないことがある。
【００６２】
　[0076]別の構成では、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定のために割り振られたＣＳＩ－ＲＳリソー
スの数は、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳのために割り振られたＣＳＩ－ＲＳリソースの数よりも
大きい。さらに、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳのために割り振られたＣＳＩ－ＲＳリソースの数
は、ＣＳＩフィードバックのために構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースの数よりも大きくな
り得る（すなわち、Ｋ1はＫ3よりも大きいかまたはそれに等しく、Ｋ3はＫ2よりも大きい
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かまたはそれに等しい）。本構成では、ミューティングは、ＣＳＩフィードバックとＣＳ
Ｉ－ＲＳベースのＣＳＩ－ＲＳＲＰ報告の両方のために実行され得る。
【００６３】
　[0077]場合によっては、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースはゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソ
ースと重複し得る。すなわち、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、ゼロ電力ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースと同じリソース要素にマッピングされ得る。重複は、完全重複または部分重複
であり得る。一構成では、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースがゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソ
ースに勝る優先度を得ることを指定することによって、非ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソース
とゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースとの重複は解決され得る。
【００６４】
　[0078]さらに、場合によっては、同じＣＳＩ－ＲＳパターンは、異なる測定（たとえば
、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定およびＣＳＩフィードバック）のために使用され得る。すなわち
、第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプは、送信されるＣＳＩ－ＲＳ基準信号の数を削減するた
めに第２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプと重複し得る（すなわち、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定とチ
ャネル測定の両方のためにＣＳＩ－ＲＳ送信を再利用し得る）。より詳細には、ＵＥに送
信されるＣＳＩ－ＲＳパターンは、第１のＣＳＩ－ＲＳ構成と第２のＣＳＩ－ＲＳ構成と
について同じリソースを指し得る。
【００６５】
　[0079]たとえば、図７に示すように、４つの送信機をもつ送信ポイントは、ＵＥ１など
、ＣＳＩフィードバックを実行するＵＥのために４つのポート７１０を用いてＣＳＩ－Ｒ
Ｓを送信し得る。同じ送信ポイントの場合、このポイントについてのＣＳＩ－ＲＳＲＰを
測定するＵＥは、他のＵＥのための４ポートパターン７１０のサブセットである２ポート
パターン７２０を介してシグナリングされ得る。これは、図７に示されており、ＵＥ２は
、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定のために４ポートパターン７１０のサブセット（たとえば、２ポ
ートパターン７２０）を使用する。第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプと第２のＣＳＩ－ＲＳ
構成タイプとの間の重複がなければ、ｅノードＢが別個の２ポートパターンをＵＥ２に与
えるので、オーバーヘッドは増加する。第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプと第２のＣＳＩ－
ＲＳ構成タイプとにわたるＣＳＩ－ＲＳ送信の再利用は、第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプ
と第２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプとが異なる周期性で構成された場合、いくつかのサブフ
レームにおいてのみ起こり得る。これは、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定とＣＳＩ測定とが異なる
周期性に基づくように構成された場合に当てはまり得る。
【００６６】
　[0080]別の例として、単一のＵＥは、ＣＳＩフィードバックのための４ポート構成とＣ
ＳＩ－ＲＳＲＰ測定のための２ポート構成とを受信し得る。この例では、２ポート構成は
４ポート構成と重複する。したがって、重複の場合、ＵＥは、様々な選択基準に基づいて
、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定のために使用すべきポートとＣＳＩフィードバックのために使用
すべきポートとを選択し得る。
【００６７】
　[0081]ＣＳＩ－ＲＳパターンが重複するときには、第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプと第
２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプとにおける重複するパターンについて指定された異なるセル
ＩＤに起因して、競合がまた生じ得る。これらの重複は、ＵＥの視点からは誤りと見なさ
れないことがある。たとえば、重複するパターンが一貫している場合、ＵＥは、独立して
、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ報告については第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプに従い、ＣＳＩ報告に
ついては第２のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプに従い得る。
【００６８】
　[0082]本開示の一態様によれば、第１のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプと第２のＣＳＩ－ＲＳ
構成タイプとにおける重複するパターンが異なるセルＩＤを指定する場合、様々なオプシ
ョンが指定され得る。第１のオプションでは、重複するパターンのうちの１つは、指定さ
れた優先度に基づいて選定され、優先度は、あらかじめ決定され得る。たとえば、ＣＳＩ
フィードバックのための構成は、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定のための構成に勝る優先度を有し
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得る。
【００６９】
　[0083]第２のオプションでは、重複するパターンは無視され、重複しないパターンが選
択され得る。すなわち、第２のオプションは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の重複を無視する。第３
のオプションでは、競合する重複するパターンは誤り状態（たとえば、ＲＲＣ構成誤り）
であると見なされ、ＣＳＩ－ＲＳ構成全体は無視される。第２および第３のオプションで
は、ネットワークは、誤り状態を緩和するように指定される。第４のオプションでは、重
複するパターンは、誤り事例として扱われないことがある。代わりに、ＵＥは、構成され
たＣＳＩ－ＲＳ構成に従ってＣＳＩ－ＲＳＲＰおよび／またはＣＳＩ測定を別個に行い得
る。このＵＥ挙動は、ネットワークが、重複するＣＳＩ－ＲＳ構成のすべてを衝突する基
準信号と同じリソース要素上で送信する事例に対応し得る。
【００７０】
　[0084]別の構成によれば、ＣＳＩ－ＲＳベースのＣＳＩ－ＲＳＲＰは、いくつかの異な
る報告スキームを使用して報告され得る。第１のＣＳＩ－ＲＳＲＰ報告スキームでは、報
告は、ｅノードＢによって構成されるイベント基準に基づいてＵＥにおいてトリガされる
。第２のＣＳＩ－ＲＳＲＰ報告スキームでは、報告は、非周期フィードバックを要求する
許可を介して非周期報告に基づいてＵＥによってトリガされる。第３の構成では、ＣＳＩ
－ＲＳＲＰ報告は、周期報告に基づいてトリガされ、ｅノードＢによって構成された報告
タイムラインに従う。さらに、ポイントの循環、ＵＥ選択（Ｍ個の最良報告）、またはそ
れらの組合せは、これらの３つの報告スキームと組み合わせて使用され得る。
【００７１】
　[0085]典型的なＣＳＩ－ＲＳＲＰ値は、９７個の異なる可能なＣＳＩ－ＲＳＲＰ値を与
える７ビットで符号化される。ＣＳＩ－ＲＳベースのＣＳＩ－ＲＳＲＰは、ＵＥが最強ポ
イントを決定することにのみ関心があるときには、異なる可能なＣＳＩ－ＲＳＲＰ値のす
べてを使用するとは限らない。したがって、一構成によれば、ＣＳＩ－ＲＳベースのＣＳ
Ｉ－ＲＳＲＰは、最強セルに基づいて差分的に符号化される。サービングセルと比較して
しきい値を下回るポイントについての報告は、飽和し得る。差分報告は、１つの絶対的Ｃ
ＳＩ－ＲＳベースのＣＳＩ－ＲＳＲＰ報告に基づくことができる。代替として、基準点は
、サービングセルのＣＲＳベースのＲＳＲＰ報告であり得る。
【００７２】
　[0086]別の構成では、ＣＳＩ－ＲＳは、ＣｏＭＰセット管理または無線リソース管理（
ＲＲＭ）のためのＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定のために使用され、ＣＳＩ－ＲＳ周期性について
制限された構成オプションがある（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳの最も短い周期性は５ミリ秒
（ｍｓ）である）。ＣＳＩ－ＲＳは可変オフセットを有し得、すなわち、ＣＳＩ－ＲＳは
任意の所望のサブフレーム中に配置され得る。さらに、同じ構成の２つのＣＳＩ－ＲＳ’
のための最小周期性は５ｍｓである。
【００７３】
　[0087]ＣＳＩ－ＲＳポートを測定する前にＣＳＩ－ＲＳを待つように５ｍｓに等しいか
またはそれよりも大きいＤＲＸオン持続時間を設定することは、あまり効率的でないバッ
テリー電力使用につながり得る。そのような遅延がより頻繁に生じることになるので、様
々な目的のためにＣＳＩ－ＲＳを使用するように構成されたＵＥについて、そのような非
効率が増大する。一態様では、短い時間期間中のＣＳＩ－ＲＳのバーストが与えられる。
バーストの後に長い休止が続き、次いで、ＣＳＩ－ＲＳの別のバーストが続き得る。ＣＳ
Ｉ－ＲＳのバーストは、ＵＥがＤＲＸサイクル中にオンであるときに生じ得る。別の構成
では、短い時間期間中にＣＳＩ－ＲＳのバーストが受信される一方、単一のＣＳＩ－ＲＳ
がＣＳＩ－ＲＳのバースト間で周期的に送信される。
【００７４】
　[0088]図８Ａに、１つの期間をもつ典型的なＣＳＩ－ＲＳ構成を示す。図８Ａに示すよ
うに、時間８０４における短いＤＲＸサイクルの各々において、１回のＣＳＩ－ＲＳ測定
８０２が実行される。一構成によれば、図８Ｂに示されるように、密に位置するＣＳＩ－
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ＲＳのグループ８０６が構成される。ＣＳＩ－ＲＳは、固定の周期性でＣＳＩ－ＲＳを構
成するのではなく、５ｍｓのオン持続時間８０８内で、グループ間のより大きい周期性を
もって構成される。たとえば、短いまたは長いＤＲＸサイクルに合致するように、グルー
プ間の４０ｍｓの周期性が構成され得る。本開示の一態様によれば、グループ８０６は、
ＣＳＩ－ＲＳの１つのタイプからなり得る。本開示の別の態様では、グループ８０６は、
ＣＳＩ－ＲＳＲＰのためのＣＳＩ－ＲＳ、ＣＳＩフィードバックのためのＣＳＩ－ＲＳ、
ＣｏＭＰセット管理のためのＣＳＩ－ＲＳ、または干渉管理のためのＣＳＩ－ＲＳなど、
マルチプルなタイプのＣＳＩ－ＲＳからなり得る。ＣＳＩ－ＲＳは、ＵＥがオン持続時間
の期間中に起動するとき、ＵＥが、次のＤＲＸスリープ期間について非アクティブになる
前に測定値を取得し得るように構成される。
【００７５】
　[0089]本開示の別の態様によれば、図８Ｃに示すように、密に位置するＣＳＩ－ＲＳの
グループ８１０が構成される。すなわち、ＣＳＩ－ＲＳ８１０は、５ｍｓのオン持続時間
８１２内に構成され得る。また、ＣＳＩ－ＲＳ８１４は、グループ８１０間のシンボル中
に周期的に与えられる。たとえば、短いまたは長いＤＲＸサイクルに合致するように、グ
ループ８１０間の４０ｍｓの周期性が構成され得る。この構成では、単一のＣＳＩ－ＲＳ
８１４はまた、グループ８１０間で周期的に繰り返すように構成される。たとえば、単一
のＣＳＩ－ＲＳ８１４は、４０ｍｓの周期性で構成された密に位置するＣＳＩ－ＲＳのグ
ループ８１０間で、１０ｍｓの周期性をもって構成され得る。
【００７６】
　[0090]本開示の別の態様によれば、より大きい制御チャネルセクションがＤＲＸオン期
間中に構成される。たとえば、この構成によれば、ｅＰＤＣＣＨなど、拡張制御チャネル
の割振りサイズは、サブフレーム依存であり、ＤＲＸオン期間中に増加する。より大きい
制御セクションは、同じＤＲＸオン期間中にある多くのＵＥが起動されることを可能にし
、それにより、より効率的なスケジュールを提供し得る。
【００７７】
　[0091]別の態様では、ｅＰＤＣＣＨ領域が無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource
 control）構成であるとき、ＲＲＣは、異なるサブフレームについて異なるｅＰＤＣＣＨ
領域の構成を指定し得る。また別の構成では、ｅＰＤＣＣＨ領域の構成は動的にシグナリ
ングされる。たとえば、ｅＰＤＣＣＨ領域の構成は、拡張物理制御フォーマットインジケ
ータチャネル（ｅＰＣＦＩＣＨ：extended physical control format indicator channel
）を導入することによってシグナリングされ得る。ｅＰＣＦＩＣＨ上のシグナリングは、
ｅＰＤＣＣＨ領域がサブフレームベースで変化するか、またはサブフレームのグループベ
ースで変化することを可能にする。
【００７８】
　[0092]図９に、ワイヤレス通信のための方法９００を示す。ブロック９０２において、
基地局が、異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振る。重複するリソースは、少
なくともリソースの第１のセットとリソースの第２のセットとを含む。リソースの第１の
セットは、ＣＳＩフィードバックなど、チャネル測定のために第１のＵＥに割り振られる
。リソースの第２のセットは、ＣＳＩ－ＲＳＲＰ測定など、受信電力測定のために第２の
ＵＥに割り振られる。上述したように、ＵＥは、ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースに対応す
る第３のＣＳＩ－ＲＳ構成タイプを用いてシグナリングされ得る。第３のＣＳＩ－ＲＳ構
成タイプ中のゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳリソースは、近隣セル中の測定を改善するため、およ
びサービングセルにおける干渉測定のために、ミュートされ得る。
【００７９】
　[0093]ブロック９０４において、基地局は、リソースの第１のセットに少なくとも部分
的に基づいてＣＳＩ報告を受信する。ＣＳＩ報告は、たとえば、ＣＳＩ報告のために特に
生成されたＣＳＩ－ＲＳに基づくことができる。さらに、ブロック９０６において、基地
局は、リソースの第２のセットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信す
る。電力測定報告は、たとえば、電力測定報告のために特に生成されたＣＳＩ－ＲＳに基
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づくことができる。ＣＳＩ報告と受信電力測定報告との受信は、基地局がそれぞれのＵＥ
へのリソースの第１のセットとリソースの第２のセットとの割振りを送信したことに応答
する。
【００８０】
　[0094]一構成では、ｅノードＢ６１０は、割り振るための手段を含むワイヤレス通信の
ために構成される。一構成では、割振り手段は、割振り手段によって具陳される機能を実
行するように構成されたコントローラ／プロセッサ６７５、送信プロセッサ６１６、およ
び／またはメモリ６７６であり得る。ｅノードＢ６１０はまた、受信するための手段を含
むように構成される。一構成では、受信手段は、受信手段によって具陳される機能を実行
するように構成された受信プロセッサ６７０、復調器６１８、コントローラ／プロセッサ
６７５、および／またはアンテナ６２０であり得る。別の構成では、上述の手段は、上述
の手段によって具陳された機能を実行するように構成された任意のモジュールまたは任意
の装置であり得る。
【００８１】
　[0095]また別の構成では、ＵＥ６５０は、ワイヤレス通信のために構成され、受信する
ための手段を含む。一態様では、受信手段は、受信手段によって具陳された機能を実行す
るように構成された、コントローラ／プロセッサ６５９、メモリ６６０、受信プロセッサ
６５６、変調器６５４、および／またはアンテナ６５２であり得る。
【００８２】
　[0096]図１０は、例示的な装置１０００中の異なるモジュール／手段／コンポーネント
間のデータフローを示す概念データフロー図である。装置１０００は、リソースの第１の
セットに少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ報告を受信する受信モジュール１００６を含
む。さらに、受信モジュール１００６は、リソースの第２のセットに少なくとも部分的に
基づいて電力測定報告を受信する。
【００８３】
　[0097]装置１０００はまた、異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振る割振り
モジュール１００４を含む。重複するリソースは、少なくともリソースの第１のセットと
リソースの第２のセットとを含む。リソースの第１のセットは、ＣＳＩフィードバックな
ど、チャネル測定のために第１のＵＥに割り振られる。リソースの第２のセットは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳＲＰ測定など、受信電力測定のために第２のＵＥに割り振られる。
【００８４】
　[0098]割振りモジュールは、リソースの第１のセットとリソースの第２のセットとの割
振りを送信モジュール１００８に送信する。送信モジュール１００８は、信号１０１２を
介してリソースの第１のセットとリソースの第２のセットとをそれぞれのＵＥに送信し得
る。受信モジュール１００６は、リソースの第１のセットとリソースの第２のセットとが
送信モジュール１００８から送信されたことに応答して、ＣＳＩ報告と受信電力測定値と
を受信する。ＣＳＩ報告と受信電力測定値とは、信号１０１０を介して受信され得る。Ｃ
ＳＩ報告はチャネル測定報告と呼ばれることがある。本装置は、図９の上述のフローチャ
ート中のプロセスのステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって
、上述のフローチャート図９中の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本
装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは
、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハー
ドウェアコンポーネントであるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように
構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュー
タ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００８５】
　[0099]別の構成では、例示的な装置１０００は、第１の周期性で１つまたは複数の非グ
ループ化ＣＳＩ－ＲＳを受信することと、グループ化ＣＳＩ－ＲＳをバーストで受信する
ことであって、バーストが第２の周期性を有する、受信することとを行うように構成され
た受信モジュール１００６のみを含む。
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【００８６】
　[00100]図１１は、処理システム１１１４を採用する装置１１００のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム１１１４は、バス１１２４によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１１２４は、処理システム
１１１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１１２４は、プロセッサ１１２２によって表される１つまた
は複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１１０２、１
１０４と、コンピュータ可読媒体１１２６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス
１１２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、
様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており
、したがって、これ以上説明しない。
【００８７】
　[00101]本装置は、トランシーバ１１３０に結合された処理システム１１１４を含む。
トランシーバ１１３０は、１つまたは複数のアンテナ１１２０に結合される。トランシー
バ１１３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理シス
テム１１１４は、コンピュータ可読媒体１１２６に結合されたプロセッサ１１２２を含む
。プロセッサ１１２２は、コンピュータ可読媒体１１２６に記憶されたソフトウェアの実
行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１１２２によって実行さ
れたとき、処理システム１１１４に、いずれかの特定の装置について説明する様々な機能
を実行させる。コンピュータ可読媒体１１２６はまた、ソフトウェアを実行するときにプ
ロセッサ１１２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００８８】
　[00102]処理システム１１１４は、異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振る
ための割振りモジュール１１０２を含む。処理システム１１１４はまた、リソースの第１
のセットに少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ報告を受信するための受信モジュール１１
０４を含む。さらに、受信モジュール１１０４は、リソースの第２のセットに少なくとも
部分的に基づいて電力測定報告を受信する。それらのモジュールは、プロセッサ１１２２
中で動作し、コンピュータ可読媒体１１２６中に存在する／記憶された、ソフトウェアモ
ジュールであるか、プロセッサ１１２２に結合された１つまたは複数のハードウェアモジ
ュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。本構成では、処理システム
１１１４は、ｅノードＢ６１０のコンポーネントであり得、メモリ６７６および／または
コントローラ／プロセッサ６５９を含み得る。
【００８９】
　[00103]別の構成では、処理システム１１１４の受信モジュール１１０４は、第１の周
期性で１つまたは複数の非グループ化ＣＳＩを受信することと、グループ化ＣＳＩ－ＲＳ
をバーストで受信することであって、バーストが第２の周期性を有する、受信することと
を行うように構成され得る。この構成では、処理システム１１１４は割振りモジュール１
１０２を含まない。非グループ化ＣＳＩとグループ化ＣＳＩとを受信するように構成され
たときに、処理システム１１１４は、ＵＥ６５０のコンポーネントであり得、メモリ６６
０および／またはコントローラ／プロセッサ６５９を含み得る。
【００９０】
　[00104]図１２に、ワイヤレス通信のための方法１２００を示す。ブロック１２０２に
おいて、ＵＥは、グループ化ＣＳＩ－ＲＳをバーストで受信し、バーストは第１の周期性
を有する。さらに、ブロック１２０４において、ＵＥは、第２の周期性で１つまたは複数
の非グループ化ＣＳＩ－ＲＳを受信する。すなわち、非グループ化ＣＳＩ－ＲＳは、グル
ープ化ＣＳＩ－ＲＳ間のシンボル中で周期的に与えられ得る。第１の周期性は、短いまた
は長いＤＲＸサイクルに一致するように構成され得る。一構成では、グループ化ＣＳＩ－
ＲＳは、５ｍｓのＤＲＸオン持続時間内で構成され得る。たとえば、第１の周期性は、短
いまたは長いＤＲＸサイクルに一致する４０ｍｓであり得る。この例では、非グループ化
ＣＳＩ－ＲＳは、４０ｍｓの周期性で構成されたグループ化ＣＳＩ－ＲＳ間で１０ｍｓの
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周期性で構成され得る。
【００９１】
　[00105]図１３に、本開示の一態様による、異なるタイプのＣＳＩ－ＲＳについて報告
するための方法１３００を示す。ブロック１３０２において、ＵＥは、基準信号受信電力
（ＲＳＲＰ）測定のためのＣＳＩ－ＲＳに基づいて電力測定値を与える。ブロック１３０
４において、ＵＥは、ＣＳＩフィードバックのためのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ
－ＲＳ）に基づいてチャネル状態情報を報告する。本開示の態様によれば、ＲＳＲＰ測定
のためのＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳＩフィードバックのためのＣＳＩ－ＲＳと少なくとも同数
のＣＳＩ－ＲＳリソースを割り振られる。
【００９２】
　[00106]一構成では、ＵＥ６５０は、ワイヤレス通信のために構成され、電力測定値を
報告するための手段とチャネル状態情報を報告するための手段とを含む。図６を参照する
と、一構成では、報告手段は、報告手段によって具陳された機能を実行するように構成さ
れたコントローラ／プロセッサ６５９、ＴＸプロセッサ６６８、変調器６５４、および／
またはアンテナ６５２であり得る。また別の構成では、上述の手段は、上述の手段によっ
て具陳された機能を実行するように構成された任意のモジュールまたは任意の装置であり
得る。
【００９３】
　[00107]図１４は、例示的な装置１４００中の異なるモジュール／手段／コンポーネン
ト間のデータフローを示す概念データフロー図である。装置１４００は、ＣＳＩ－ＲＳを
受信するために構成された受信モジュール１４０６を含む。ＣＳＩ－ＲＳは、信号１４１
０を介して受信され得る。装置１４００はまた、ＣＳＩ－ＲＳベースの受信電力測定値を
報告する第１の報告モジュール１４０２を含む。受信モジュール１４０６は、第１の報告
モジュール１４０２を、受信ＣＳＩ－ＲＳに基づいてＣＳＩ－ＲＳベースの受信電力測定
値を報告するようにトリガし得る。装置１４００はまた、チャネル状態情報を報告する第
２の報告モジュール１４０４を含む。一構成では、受信モジュール１４０６は、第２の報
告モジュール１４０４を、受信ＣＳＩ－ＲＳに基づいてチャネル状態情報を報告するよう
にトリガし得る。別の構成では、第１の報告モジュール１４０２は、第２の報告モジュー
ル１４０４を、チャネル状態情報を報告するようにトリガし得る。
【００９４】
　[00108]装置１４００はまた、本開示の態様による、ＣＳＩ－ＲＳ報告を送信するため
に構成された送信モジュール１４０８を含む。ＣＳＩ－ＲＳ報告は、第２の報告モジュー
ル１４０４から受信したチャネル状態情報と第１の報告モジュール１４０２から受信した
ＣＳＩ－ＲＳベースの受信電力測定値とを含み得る。一構成では、送信モジュール１４０
８は、第２の報告モジュール１４０４から、チャネル状態情報とＣＳＩ－ＲＳベースの受
信電力測定値の両方を受信し得る。送信モジュール１４０８は、信号１４１２を介してＣ
ＳＩ－ＲＳ報告を送信し得る。
【００９５】
　[00109]装置１４００は、図１３の上述のフローチャート中のプロセスのステップの各
々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１３の上述のフローチャート
中の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュール
のうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アル
ゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェアコンポーネントであ
るか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによっ
て実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか
、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００９６】
　[00110]図１５は、処理システム１５１４を採用する装置１５００のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム１５１４は、バス１５２４によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１５２４は、処理システム
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１５１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１５２４は、プロセッサ１５０４によって表される１つまた
は複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１５０２、１
５０３と、コンピュータ可読媒体１５０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス
１５２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、
様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており
、したがって、これ以上説明しない。
【００９７】
　[00111]本装置は、トランシーバ１５１０に結合された処理システム１５１４を含む。
トランシーバ１５１０は、１つまたは複数のアンテナ１５２０に結合される。トランシー
バ１５１０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理シス
テム１５１４は、コンピュータ可読媒体１５０６に結合されたプロセッサ１５０４を含む
。プロセッサ１５０４は、コンピュータ可読媒体１５０６に記憶されたソフトウェアの実
行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１５０４によって実行さ
れたとき、処理システム１５１４に、いずれかの特定の装置について説明する様々な機能
を実行させる。コンピュータ可読媒体１５０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプ
ロセッサ１５０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００９８】
　[00112]処理システムは第１の報告モジュール１５０２と第２の報告モジュール１５０
３とを含む。第１の報告モジュール１５０２は、第１のＣＳＩ－ＲＳタイプに基づいて電
力測定値を報告することができる。第２の報告モジュール１５０３は、第２のＣＳＩ－Ｒ
Ｓタイプに基づいてチャネル状態情報を報告することができる。それらのモジュールは、
プロセッサ１５０４中で動作し、コンピュータ可読媒体１５０６中に存在する／記憶され
た、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１５０４に結合された１つまたは複数
のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。一構成
では、処理システム１５１４は、ＵＥ６５０のコンポーネントであり得、メモリ６６０、
送信プロセッサ６６８、受信プロセッサ６５６、変調器／復調器６５４ａ～ｒ、アンテナ
６５２ａ～ｒ、および／またはコントローラ／プロセッサ６５９を含み得る。
【００９９】
　[00113]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的なコンポーネント
、ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能
に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとし
て実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実
装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【０１００】
　[00114]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポ
ーネント、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他の
そのような構成として実装され得る。
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【０１０１】
　[00115]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ
、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野
で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセ
ッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プ
ロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッ
サおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存在し得る。代
替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別コンポーネントとして存在
し得る。
【０１０２】
　[00116]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒
体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用また
は専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気
ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用
もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができ
る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（Ｄ
ＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェ
ブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およ
びディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc
）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディ
スク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常
、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する
。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１０３】
　[00117]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明ら
かとなり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［書類名］特許請求の範囲
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振ることであって、前記重複するリソー
スが少なくともリソースの第１のセットとリソースの第２のセットとを含み、リソースの
前記第１のセットがチャネル状態情報（ＣＳＩ）測定のために第１のＵＥに割り振られ、
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リソースの前記第２のセットが受信電力測定のために第２のＵＥに割り振られる、割り振
ることと、
　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を受
信することと、
　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信す
ることと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記第１のセットよりも前記第２のセットにより多くの数のリソースが割り振られる、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のＵＥに前記第１のセットの前記割振りを送信することと、
　前記第２のＵＥに前記第２のセットの前記割振りを送信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　第３のＵＥに前記第１のセットの前記割振りと前記第２のセットの前記割振りとを送信
することをさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第３のＵＥの競合解消スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第３のＵＥか
ら、電力測定報告、チャネル状態情報報告、またはそれらの組合せのうちの１つまたは複
数を受信することをさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記電力測定報告、前記チャネル状態情報報告、またはそれらの組合せのうちの１つま
たは複数を、許可、イベント基準、または報告タイムラインに少なくとも部分的に基づい
てトリガされるように構成することをさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記電力測定報告、前記チャネル状態情報報告、またはそれらの組合せのうちの１つま
たは複数が、１つのチャネル状態情報基準信号ベースの基準信号受信電力報告に少なくと
も部分的に基づいて差分的に報告される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　グループ化チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をバーストで受信することであ
って、前記バーストが第１の周期性を有する、受信することを備える、ワイヤレス通信の
方法。
［Ｃ９］
　第２の周期性で少なくとも１つの非グループ化ＣＳＩ－ＲＳを受信することをさらに備
える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第２の周期性が第２の動作モードに対応し、前記第１の周期性が第１の動作モード
に対応する、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第２の周期性と前記第１の周期性の両方が同じモードに対応する、Ｃ９に記載の方
法。
［Ｃ１２］
　前記第２の周期性が非間欠受信（ＤＲＸ）モードに対応し、前記第１の周期性がＤＲＸ
モードに対応する、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記バーストの間の制御領域が非バーストの間の制御領域よりも大きい、Ｃ８に記載の
方法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振ることであって、前記重複するリソ
ースが少なくともリソースの第１のセットとリソースの第２のセットとを含み、リソース
の前記第１のセットがチャネル状態情報（ＣＳＩ）のために第１のＵＥに割り振られ、リ
ソースの前記第２のセットが受信電力測定のために第２のＵＥに割り振られる、割り振る
ことと、
　　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を
受信することと、
　　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信
することと
を行うように構成された、装置。
［Ｃ１５］
　前記第１のセットよりも前記第２のセットにより多くの数のリソースが割り振られる、
Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　前記第１のＵＥに前記第１のセットの前記割振りを送信することと、
　　前記第２のＵＥに前記第２のセットの前記割振りを送信することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、第３のＵＥに前記第１のセットの前記割振りと前
記第２のセットの前記割振りとを送信するようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置
。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第３のＵＥの競合解消スキームに少なくとも
部分的に基づいて、前記第３のＵＥから、電力測定報告、チャネル状態情報報告、または
それらの組合せのうちの１つまたは複数を受信するようにさらに構成された、Ｃ１７に記
載の装置。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記電力測定報告、前記チャネル状態情報報告、
またはそれらの組合せのうちの１つまたは複数を、許可、イベント基準、または報告タイ
ムラインに少なくとも部分的に基づいてトリガされるように構成するようにさらに構成さ
れた、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記電力測定報告、前記チャネル状態情報報告、またはそれらの組合せのうちの１つま
たは複数が、１つのチャネル状態情報基準信号ベースの基準信号受信電力報告に少なくと
も部分的に基づいて差分的に報告される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、グループ化チャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）をバーストで受信することであって、前記バーストが第１の周期性を有する
、受信することを行うように構成された、装置。
［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、第２の周期性で少なくとも１つの非グループ化Ｃ
ＳＩ－ＲＳを受信するようにさらに構成された、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
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　前記第２の周期性が第２の動作モードに対応し、前記第１の周期性が第１の動作モード
に対応する、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第２の周期性と前記第１の周期性の両方が同じモードに対応する、Ｃ２２に記載の
装置。
［Ｃ２５］
　前記第２の周期性が非間欠受信（ＤＲＸ）モードに対応し、前記第１の周期性がＤＲＸ
モードに対応する、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記バーストの間の制御領域が非バーストの間の制御領域よりも大きい、Ｃ２１に記載
の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振るための手段であって、前記重複する
リソースが少なくともリソースの第１のセットとリソースの第２のセットとを含み、リソ
ースの前記第１のセットがチャネル状態情報（ＣＳＩ）のために第１のＵＥに割り振られ
、リソースの前記第２のセットが受信電力測定のために第２のＵＥに割り振られる、割り
振るための手段と、
　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を受
信するための手段と、
　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信す
るための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　グループ化チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をバーストで受信するための手
段であって、前記バーストが第１の周期性を有する、受信するための手段と、
　前記受信されたグループ化ＣＳＩ－ＲＳに応答して、チャネル状態情報報告、受信電力
測定報告、またはそれらの組合せのうちの１つまたは複数を送信するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２９］
　第２の周期性で少なくとも１つの非グループ化ＣＳＩ－ＲＳを受信するための手段をさ
らに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
グラム製品が、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
ードは、
　異なるＵＥにリソースの重複するセットを割り振るためのプログラムコードであって、
前記重複するリソースが少なくともリソースの第１のセットとリソースの第２のセットと
を含み、リソースの前記第１のセットがチャネル状態情報（ＣＳＩ）のために第１のＵＥ
に割り振られ、リソースの前記第２のセットが受信電力測定のために第２のＵＥに割り振
られる、プログラムコードと、
　リソースの前記第１のセットに少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報報告を受
信するためのプログラムコードと、
　リソースの前記第２のセットに少なくとも部分的に基づいて受信電力測定報告を受信す
るためのプログラムコードと
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
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グラム製品が、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
ードは、
　グループ化チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をバーストで受信するためのプ
ログラムコードであって、前記バーストが第１の周期性を有する、プログラムコードを備
える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３２］
　前記プログラムコードが、第２の周期性で少なくとも１つの非グループ化ＣＳＩ－ＲＳ
を受信するためのプログラムコードをさらに備える、Ｃ３１に記載のコンピュータプログ
ラム製品。

【図１】 【図２】
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